
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開館：水金土 
10～16時 

☎ ０７４３-９４-０６６６ 
murapura163@gmail.coｍ 
  

✉  

発行元：南山城村役場 産業観光課 

発行日：令和８年３月１日 

 

【日時】 ３/２５（水）１４時～ 

【参加】 無料（出入自由） 

ZINE（ジン）の会 
 

自由につづる手作り紙冊子

「ZINE」を作っています！

原稿サイズは A5で🖊持込

OK！毎月第４水曜日、見学

も大歓迎です！！ 

 

自分の好きな手仕事を持参

して、各自作業をしながら、

一緒に楽しみましょう！お

喋りだけも大歓迎◎寄付し

て頂いた毛糸がありますの

でぜひ見にきてください♡ 

ちくちく手しごとの会 
  

【日時】 ３/13（金）１４時～ 

【参加】 無料（出入自由） 

 

4/19 直売所桜まつり出演

にむけて練習します♪笛以

外の楽器や歌い手さんも大

歓迎！まずは見学だけでも

お待ちしています！ 

笛を吹こう会 

【日時】 ３/１８（水）１０～１２時 

【参加】 無料（出入自由） 

 

【日時】 ３/７（土）１０～１２時 

【場所】 笠置いこいの館 

【参加】 無料  【対象】 移住者 

【定員】 先着２０名 要予約(3/2〆) 

【申込】 0743-93-0105 

(南山城村役場産業観光課まで) 

定住自立圏 移住者交流会 

 

【日時】 4/１１（土）11～1５時 

月に１回程度全９回 

【参加】 保険代や実習物品として 

毎回500円、  

初回のみランチ代 

500円追加です。 

【場所】 やまんなか 

【条件】 全日程参加できる方 

【定員】 ６名 要予約 

野菜栽培の基本を一緒に学

び、道の駅や直売所へ自分で

作った野菜を出荷することを

目標とする会です！月に 1回

程度、種まき、苗づくり、定植、

調理実習、コンポスト堆肥作り

などを一緒に学んで実践しま

しょう★初心者大歓迎！予定

や内容を詳しく知りたい方は

お問合わせください。 

畑の会 
 

✉ 

 

お家の未来について心配

事はありませんか？役場

担当者がおります！真剣

なお話でも気軽なお喋り

でも◎ 

お家の相談会 

【日時】３/１８（水）１４時～ 

【参加】無料（出入自由） 

＼南大河原・恋志谷神社 春の大祭へ行こう／ 

大祭は４/２（木）１０時からです。 

ご一緒してくださる方はご連絡ください(^^)/ 

村歩き＆ピクニックへ一緒に行きませんか？？ 
 

   
 

【日時】 ３/４（水）１３時半～ 

【参加】 無料（出入自由） 

本をよむよむかたる会 

 
本好きさんの集まりです♪

テーマは引き続き「松尾芭蕉

の『奥の細道』をみんなで 

読もう～！」です(^^)/ 

やまんなか 

2階にて！ 

3月のランチ会は 
おやすみです 

伊賀市、名張市、笠置町、山添

村の移住者さんと出会える機

会です！ビンゴ大会などのお

楽しみ企画もありますので、

ぜひご参加ください(^^)/ 

やまんなか便り  
 



特産品研究会「元気みそ」仕込みに潜入  移住者たちがお手伝いに☆  

                              移住交流推進員   野﨑弘之 

農林産物直売所にて販売されている「元気みそ」をご存知

でしょうか？ 田山地区の特産品研究会の方々が「婦人の

家」の加工場で仕込み、長年にわたり作り続けられている商

品です。当時は大勢のメンバーで仕込み作業をしていたとの

事ですが、ここ数年は松田道子さんと福中陽子さんの 2人だ

けで行われてきました。人手さえあれば、そんなに大変な作

業ではないかもしれませんが、たった 2人で行うとなるとか

なりの重労働になります。「もうやめよう」という話にもなっ

たらしいのですが、直売所の運営に関わっている移住者たち

から「やめないで！」とい

う熱烈な要望があり、今年

は「元気みそ」の仕込みを

移住者たちがお手伝いす

るという流れになったのです。以前、こんにゃく作りでも同じ

ようなケースがありましたが、南山城村で発足した伝統ある商

品作りに、またひとつ移住者たちが関わる事になり、ここぞと

ばかりに現場に取材に入らせていただきました。余談ですが、

作業をしているのは全員女性で、自分だけが作業せず写真を撮

っているという状況・・・「男のお前が作業せいやー！」と自分

自身にツッコミを入れながら、皆さんを見守っておりました(笑)。

作業日が５日間あって、初日は米洗いと浸

水、2日目は蒸し作業、3日目と 4日目は切

り返し作業、5 日目は仕上げ作業という内

容で、各作業ともそれほど時間はかからな

いとは言え、当時はこの作業工程を 1 ヶ月

の間に数回行っていたとの事です。1 日目

の作業が終わった後、松田さんと福中さん

にお話を伺ったのですが、やはり人数が多

いと作業時間も短縮されるのは間違いない

ようです。

また、お米や大豆など重たい物を扱うので、若い人の力が必要だ

とも伺いました。少人数での仕込みになると、生産量も少なくな

ってしまうと思うので、できるだけ関わってくれる人を増やすこ

とが重要になってくるでしょうね。移住者の皆さんは、今後どの

ように関わっていくのか、そして「元気みそ」の運命はどうなっ

ていくのか？ 村民の皆さま、まだ食べたことがないというので

あれば、是非是非ご賞味くださいませ☆ 個人的には、今後も作

り続けて欲しいですし、直売所の目玉商品として、いつまでも君

臨していて欲しいと願っています。 

 


